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Table3.3-6．調査結果サマリ（協⼒校 C） 
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ている。しかし、令和 5 年度⼊学⽣における横断調査の結果からは実習初期における度胸
の推移には違いがみられた。令和４年度⼊学⽣においては、2 年次 9 ⽉および 12 ⽉の変化
として連続した低下傾向となり、3 ⽉に向上傾向となる傾向が認められていた。令和 5 年度
⼊学⽣（Table3.3-7）では、2 年次 9 ⽉段階では低下傾向となっているが、12 ⽉段階から向
上の傾向が⾒られる動きとなっており、実習を受けた学⽣の変化に違いがみられている。 
 

Table3.3-7．縦断調査学年の調査結果サマリ（事業実施校） 

 
 

 
Figure3.3-4． 縦断調査学年の⾮認知能⼒の推移（事業実施校） 
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 次に、事業実施校のデータに協⼒校のデータを加えたものとして Table3.3-8 および、
Figure3.3-5 を⽰す。ここでは、事業実施校で⾒られたベースラインとの⽐較を⾏うことを
通じて、⻭科衛⽣⼠養成課程における⾮認知能⼒ベースラインを明らかにしたい。 
 

Table3.3-8．縦断調査学年の調査結果サマリ（協⼒校含） 

 
 
 

 
Figure3.3-5． 縦断調査学年の⾮認知能⼒の推移（協⼒校含） 
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 次に、事業実施校のデータに協⼒校のデータを加えたものとして Table3.3-8 および、
Figure3.3-5 を⽰す。ここでは、事業実施校で⾒られたベースラインとの⽐較を⾏うことを
通じて、⻭科衛⽣⼠養成課程における⾮認知能⼒ベースラインを明らかにしたい。 
 

Table3.3-8．縦断調査学年の調査結果サマリ（協⼒校含） 

 
 
 

 
Figure3.3-5． 縦断調査学年の⾮認知能⼒の推移（協⼒校含） 
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 令和５年度⼊学⽣で⾏った調査データの集計からは、事業実施校で⾒られたベースライ
ンの動きと類似した傾向にあるといえよう。「2-2 調査結果」において、協⼒校をはじめ⻭
科衛⽣⼠養成課程の学校による平均スコアの⼤⼩には違いがあることが指摘されているが、
⼤きなベースラインとしての⾮認知能⼒のスコアの動きには類似性があると考えられる。
継続調査における養成課程全体の学びを受けた学⽣の変化としても、「2-2 調査結果」と同
様に類似している結果であるといえる。 
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第 3 節 ベースライン調査から⾒えてきたこと 

3-1 調査結果のポイント 
 
 令和 7 年度に実施したベースライン調査の結果から考えられるポイントを以下の 4 つの
視点からまとめる。 
 
①臨床実習前後の⽐較 
 実習開始期の 2 年次 9 ⽉と実習終了期の 3 年次 12 ⽉を⽐較すると、全体として学⽣の成
⻑が認められている。特に「SEL/EQ」において成⻑実感が強く、臨床実習での体験が⼤き
く寄与していると推察されるベースラインとなっている。加えて、これらの調査は事業実施
校に限ったものではなく、令和 5 年度調査から継続して実施してきた協⼒校のベースライ
ンからも同様の傾向が⾒られている。従い、⻭科衛⽣⼠養成課程における臨床実習の機会は、
学⽣の⾮認知能⼒に⼤きな影響を与える要因となっていることがいえよう。 
 ⼀⽅で、実習初期および特定の時期における停滞・低下が⾒られる傾向も明らかとなって
いる。実習開始前（2 年次 9 ⽉）には不安の発⽣により、「GRIT」項⽬の数値が低下する
傾向が確認された。新しいことへの挑戦や学校外での実習という機会への不安が数値に影
響を及ぼしている可能性がある。さらに、3 年次 4 ⽉〜7 ⽉の「実習 3 期」においては、数
値の変動が停滞、あるいは低下する傾向が⾒られた。３年次に⼊り、より実践的な実習や学
びが深まることで、⻭科衛⽣⼠としてのスキルや求められる資質能⼒への不安が⽣じてい
る可能性がある。 
 
②３校間の結果⽐較 
 各校の平均スコアの⽔準には差があるものの、時系列的な推移（ベースラインの動き）に
は共通の類似性が認められている。事業実施校では 3 年次 12 ⽉時点で「⾃⼰受容」スコア
が低下する独⾃の傾向が⾒られる。協⼒校 A では 1 年次における「SEL/EQ」および「⾃
⼰肯定感」のスコアが他校に⽐べて低⽔準となっており、協⼒校 C では 9 ⽉調査時点での
「SEL/EQ」の伸び率は緩やかであるが、⼀貫した上昇傾向を維持している。 
 全体傾向として、⺟集団の違いにより平均値の差は⽣じているものの、令和 7 年度の推
移は令和 6 年度の結果に近い安定した動きとなっている。従い、令和 6 年度及び 7 年度調
査の結果から⾒られた学年ごとの調査結果は⼀般的なベースラインと認められよう。 
 
③⼊学後３年間の縦断調査結果 
 令和 5 年度⼊学⽣を対象とした追跡調査から、⻭科衛⽣⼠養成課程における⾮認知能⼒
のベースラインを明らかにしたい。⻑期的推移の傾向として、「SEL/EQ 平均」は、⼊学当
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初（2023 年 4 ⽉）から⽐較すると、1 年次中盤で⼤きく向上し、その後は⼀定の⽔準を維
持しながら推移している。「GRIT 平均」および「⾃⼰肯定感平均」は、⼊学直後に⼀度低
下する。専⾨学校での学びの特徴として、専⾨的な学びに移り変わるなかで、⾃⾝の持ち合
わせたスキルとの差を感じやすいことが想定される。⼀⽅で、実習などの教育課程を経て上
下動を繰り返しながら、3 年次末にかけて概ね回復し、最終的には向上する推移となること
が⾒えている。 
 学年ごとの特徴としては、加齢に伴う経験の蓄積からポジティブな向上が⾒られる先⾏
研究を裏付けるように、やり抜く⼒（GRIT）などの能⼒は 1 年次から 3 年次にかけて平均
的な⽔準が⾼まる傾向が⾒られた。令和 7 年度調査（令和 5 年度⼊学⽣の 3 年次）におい
ても、実習による変動はあるものの、最終的には「SEL/EQ」「GRIT」「⾃⼰肯定感」の各
指標が概ねプラスに推移する結果となっている。 
 加えて、前項で明らかにした通り、事業実施校と協⼒校のベースラインには⽔準の違いは
認められるものの、数値変動については概ね類似した傾向となっていることが明らかとな
っている。従い、令和 5 年度から 7 年度にかけて実施した協⼒校によるベースライン調査
の結果から事業実施校の⾮認知能⼒ベースラインが⻭科衛⽣養成課程における⼀般的な推
移であることを裏付けるデータになっているといえよう。 
 
3-2 次年度以降のプログラム開発への⽰唆 
 令和７年度より実施中のプログラムにおいては、「⾮認知能⼒が⾼く、⻑期にわたり地域
⼝腔保健において活躍できる⻭科衛⽣⼠」を⽬標に設定している。上記のような⻭科衛⽣⼠
を育成することを踏まえ、令和 7 年度までに取得したベースライン調査の結果から⽰唆さ
れることを整理したい。 
 令和 7 年度調査までの期間で 4 年間の事業実施校での調査と、3 年間の協⼒校での調査が
得られている。前項のとおり、⻭科衛⽣⼠養成課程における臨床実習が学⽣の⾮認知能⼒の
向上に寄与しており、特に「SEL/EQ」の向上が強く⾒られている。すでに⼀定の⾮認知能
⼒の向上を実現する場であることは明⽩であるが、⻭科衛⽣⼠に求められる⼈物像として、
職場での協調性や主体性のほか、患者様とのコミュニケーションなど多岐にわたる⼒を実
習段階で発揮できるような１年次〜２年次前半の学びを構成することは可能であろう。 
 加えて、学⽣が実習前に抱えやすい「GRIT」への不安を取り除くことで、実習への意欲
的な姿勢を後押しできる可能性が検討される。従い、「GRIT」の向上を阻害している要因
や学⽣の⼼理的なハードルを明確にし、当該ポイントに対する向上施策をプログラムの中
で解消できるような働きかけができるとなお良いだろう。 
 ⼀⽅で、⻭科衛⽣養成課程における課題の 1 つとして、中途退学者の数が挙げられてい
る。Edv Path のアセスメント結果からも、学⽣⾃⾝が 3 年間の学びを終えた後のキャリア
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イメージの醸成ができないことで、学びのモチベーションを失ってしまっている事例が散
⾒された。⼊学後の⻭科衛⽣⼠の志望度とともに志望度を維持・向上させるための取り組み
が必要になるだろう。⼊学時点での志望度の⾼い学⽣は学びの定着を促し、志望度が低めの
学⽣の志望度を向上させることで、中途退学者の軽減にアプローチできることが推察され
る。 

 

注釈 

（※1）令和 5 年度調査より継続実施してきた協⼒校 B については、令和 7 年度後半での諸
事情により受検を⾒送りとなったため、本報告書では取り上げないこととする。 

（※2）令和 4 年度調査では「⾃⼰肯定感」は測定対象外の項⽬であったため、１年次のベ
ースライン調査の結果としては「SEL/EQ」および「GRIT」のみとなるが、令和 5
年度調査以降は「⾃⼰肯定感」の測定を⾏なっているため、3 つの項⽬平均での推移
を⾒ることが可能になっている。令和 4 年度との⽐較においては、1 年次の「⾃⼰
肯定感」は対象外とする。 
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4.1.1 概要 

実施形態 ⼀⻫（講義） 指導計画 20 コマ 

到達⽬標 
社会性と協調性の基本となるコミュニケーション能⼒を⾝につけ、主体性をもっ
て参加し、チームワーク⼒を養う。 

評価規準 
(評価⽅法) 

受講前アンケートにて、現在の⼼境(クラス満⾜度、⻭科衛⽣⼠になりたい度)を
記⼊する。 
受講後アンケートにて、講義の感想と結果、⻭科衛⽣⼠になりたい気持ちを記⼊
する。 

講座内容 

４⽉ 
１０⽇(⽊) 
（２コマ） 

1.新⼊⽣特別講義〜これから⻭科衛⽣⼠を⽬指すみなさんへ〜 
①⻭科衛⽣⼠の仕事内容、⾼齢社会における⻭科衛⽣⼠の役割、社会的な需要を
理解する。 
②ゲームを通して⻭科衛⽣⼠になるまでの過程や国家資格取得者の優位性（転職、
スキルアップ、活躍の幅、年収）を学んでもらう。 
③本校卒業⽣からの応援メッセージ動画を⾒てもらい、学校⽣活の⼤変さと楽し
さ、⼀⼈でなく全員で困難を乗り越えていくこと、この３年間で⼀⽣ものの仲間
ができる事を伝え、学校の退学率の低下を図る。 

５⽉ 
１５⽇(⽊) 

２７(⽕) 
３０⽇(⾦) 
（4 コマ） 

2. ⻭科衛⽣⼠を⽬指したきっかけを振り返る 
①今まで歩んできた⾃分⾃⾝の歴史をグラフに書き出す。 
②イベント・転機やその時に感じた感情をグラフに書き出すことで⾃⼰形成のタ
イミングや感情の転換期を客観的に把握する。 
③DH を⽬指したきっかけの振り返り。 

６⽉ 
１９⽇(⽊) 
30 ⽇(⽉) 

７⽉ 
３⽇(⽊) 

１４⽇(⽉) 
（６コマ） 

3. ⻭科衛⽣⼠になるモチベーションの維持 
他⼰紹介につなげるレクリエーション 

ヒストリーラインにて他者理解を深めたうえで、座学以外で次の他⼰紹介に繋げ
るためのコミュニケーションを図る機会とする。 
①チームで協⼒してウォーキングコースを進み、課題を解決する。 
②課題を解決していく中で、コミュニケーション能⼒や協調性、問題解決能⼒向
上を図る。 

3. ⻭科衛⽣⼠になるモチベーションの維持 
①他⼰紹介を通じて⾃分では気づく事のできなかった⾃分の特徴や個性を知るき
っかけにする。 
②他⼈を⾃分事として捉えることで他者を理解しようとする意識が芽⽣える 
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4. 開発報告 
 
 今年度は「⾮認知能⼒育成プログラム」のうち 1 年⽣分の指導案、ワークシート、スライドを
開発した。以下に開発物について報告する。 
 令和 3 年度に本事業の⼀環として実施した事例調査、専⾨学校⽣（在校⽣）、⻭科衛⽣⼠を対象
としたアンケート調査結果に基づき、本プログラムの⽬標を設定した。⾮認知能⼒の中でも「対
⼈関係スキル（コミュニケーション⼒）」「問題解決⼒」「主体性（積極性）」に注⽬し、これらの
向上の基盤となる「⾃⼰肯定感」の向上も合わせて⽬標とした。 
 

4.1 専⾨学校における⾮認知能⼒育成プログラム 1 年⽣分の全体像 
対 象：事業実施校の 1 年⽣全員 57 名 
⽬ 標：社会性と協調性の基本となるコミュニケーション⼒を⾝につけ、主体性をもって参加し、
チームワーク⼒を養う。 

22 コマ：１コマ 90 分 
時数 項      ⽬ 学習⽅略 該当する⾮認知能⼒ 
1,2 1.新⼊⽣特別講義（⻭科衛⽣⼠の魅⼒） ⻭科衛⽣⼠版⼈⽣ゲーム 協調性、対⼈関係スキル 
3,4 2.⻭科衛⽣⼠を⽬指したきっかけを振り返

る 
ヒストリーライン ⾃⼰理解、度胸 

5,6 
7,8 3.他者理解のためのレクリエーション ウォークラリー 協調性、対⼈関係スキル 

9,10 
⻭科衛⽣⼠になるモチベーションの維持 他⼰紹介 社会／他者理解、度胸 

11,12 
13 

⻭科衛⽣⼠になるモチベーションの維持* 
卒業⽣による講話* 

⾃発性、主体性、度胸 
14 ⻭科診療所⾒学実習* 
15 4.⽬標となる⻭科衛⽣⼠像を考える① ⻭科保健教育動画 D,E 社会／他者理解 

対⼈関係スキル 16,17 ⽬標となる⻭科衛⽣⼠像を考える② グループワーク(KJ 法) 

18 5.⾃⼰の⾮認知能⼒を振り返る リフレクション、 
アクションプラン ⾃⼰理解 

19-22 6.⻭周病について今からできること グループワーク(KJ 法) 問題解決⼒、批判的思考⼒ 

*：従来から実施しており、開発・実証報告からは除外 
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4.2 項⽬ごとの詳細 ⻭科衛⽣⼠版⼈⽣ゲーム 

4.2.1 指導案 

第１回 新⼊⽣特別講義〜これから⻭科衛⽣⼠を⽬指すみなさんへ〜 
⼀般⽬標 
・⻭科衛⽣⼠の業務・社会的な役割を理解する。【知識】 
・コミュニケーションを取りながら積極的に授業に参加できる。 

【思考、表現、主体的に学習に取り組む態度、⾃発性】 
到達⽬標 
・⻭科衛⽣⼠の仕事内容を理解する。 
・⻭科衛⽣⼠の資格取得までの過程・国家資格の優位性を理解する。 
・好感をもたれる⾃⼰表現ができる 
教材 スライド、⼈⽣ゲーム 

講座内容 学習内容・学習活動 時間 形態 指導上の留意点 

導⼊ ⻭科衛⽣⼠の仕事内容、社会的な
需要について理解する。 

30
分 

⼀⻫  

展開 1 ゲームを通して⻭科衛⽣⼠にな
るまでの過程や国家資格の優位
性について学ぶ 

90
分 

GW  

展開 2 卒業⽣からのメッセージ動画の
視聴 
3 年間の学⽣⽣活の苦楽、同じ⽬
標を持つ仲間の存在やチームワ
ークの重要性について理解する。 

30
分 

  

まとめ ⻭科衛⽣⼠の仕事内容、役割を振
り返り、これからの学⽣⽣活をど
う過ごすかを考える。 

30
分 

⼀⻫  
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１０⽉ 
７⽇(⽕) 

２８⽇(⽕) 
（3 コマ） 

4.⽬標となる⻭科衛⽣⼠像を考える 
①教育⽤動画 D・E を視聴し、臨床における⻭科衛⽣⼠の役割を理解し、⻭科衛
⽣⼠の職域の広さや求められているニーズについて考える。 
②将来どのような⻭科衛⽣⼠になりたいかを具体的にイメージすることで、学校
⽣活や今後の実習での⽬標を設定する。 

１⽉ 
１９⽇(⽉) 
（１コマ） 

5.⾃⼰の⾮認知能⼒を振り返る 
アンケート結果から⾃⾝の⾏動や考えを振り返り、今後の⾏動を考える。 
①⾃⾝の考えや⾏動の変化を理解し、今後の⽬標を⽴てることができる。 

２⽉ 
１２⽇(⽊) 
１９⽇(⽊) 
（４コマ） 

6.私たちが考える⻭周病対策 
①KJ 法を⽤いたグループワーク 
②まとめた意⾒をスライドにて発表する。 
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4.2.2 授業スライド 
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4.2.3 ⻭科衛⽣⼠版⼈⽣ゲーム（盤⾯） 
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